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分
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N
o
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目
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構
成

作
用
・
効
果

主
目
的

（
１
）
可
変
抵
抗
/
抵
抗

可
変
抵
抗
→
固
定
抵
抗
の
メ
ー
タ
ー
の
針
の
調
整
→
測
定
時
の
操
作
性
向
上

従
来
、
取
り
調
べ
中
に
容
疑
者
の
嘘
を
検
知
す
る
こ
と
が

　
可
変
抵
抗
は
、
2
0
kΩ
以
下
ま
で
使
用
可
能

出
来
な
か
っ
た
。

　
抵
抗
は
、
メ
ー
タ
の
針
の
調
整
と
し
て
、
1
0
ｋ
Ω
付
近
を
選
定
。
　
メ
ー
タ
の
針
の
調
整
と
し
て
、
1
0
ｋ
Ω
付
近
を
選
定
→
メ
ー
タ
ー
の
針
の
調
整
が

で
き
る

→
刺
激
に
対
す
る
被
検
者
の
身
体
の

表
示
部
の
表
示
値
調
整
用

生
体
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
変
化
に
着
目
し
た
測
定
が
な
か
っ
た
。
更
に
、

被
検
者
の
発
し
た
言
葉
の
真
偽
を
判
断
す
る
手
法
も
な
か
っ
た
。

→
披
検
者
の
刺
激
に
対
す
る
身
体
の
生
体
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
（
２
）
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
→
測
定
端
子
で
測
定
さ
れ
た
体
表
面
の
微
弱
電
流
を
増
幅
さ
せ
る

変
化
を
効
率
的
に
測
定
す
る
こ
と
と
、

　
一
般
的
な
、
2
S
C
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
用
す
る
。

他
の
品
番
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
用
し
て
も
よ
い
。
→
信
号
増
幅
率
の
向
上

披
検
者
が
発
し
た
言
葉
の
真
偽
を
身
体
の
生
体
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
  N
P
N
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

測
定
か
ら
取
得
し
た
測
定
信
号
か
ら
区
別
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
。
オ
ペ
ア
ン
プ
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

信
号
の
増
幅
を
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
限
定
す
る
必
要
な
し
。

（
３
）
電
源

　
電
源
部
に
は
、
単
三
電
池
ボ
ッ
ク
ス
を
設
け
、

　
単
三
乾
電
池
2
本
使
用
す
る
。

単
三
電
池
→
出
力
電
圧
が
直
流
出
力
電
圧
→
本
測
定
器
を
働
か
せ
る

A
C
電
源
ア
ダ
プ
タ
ー
を
使
用
し
て
も
よ
い
→
乾
電
池
の
交
換
作
業

が
な
く
な
る
→
作
業
性
の
向
上

直
流
出
力
電
圧
発
生
手
段
を
単
三
電
池
に
限
定
す
る
必
要
な
し
。

電
源
は
、
乾
電
池
で
な
く
て
も
よ
い
→
電
源
部

電
源
部
に
ス
イ
ッ
チ
を
設
け
て
も
良
い
→
寿
命
向
上

電
力
消
費
を
軽
減
す
る
→
寿
命
向
上

(1
)，
(2
)，
(3
)を
ま
と
め
て
増
幅
回
路
→

測
定
し
た
電
気
信
号
を
増
幅
さ
せ
る
増
幅
回
路
部

（
４
）
メ
ー
タ
ー

メ
ー
タ
ー
→
メ
ー
タ
ー
の
針
が
動
く
→
身
体
の
微
妙
な
抵
抗
変
化
を
表
示
→
測
定

信
号
の
電
流
信
号
を
電
圧
信
号
に
変
換
→
電
圧
信
号
で
表
示

　
電
流
値
表
示
の
メ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
。

測
定
結
果
の
表
示
か
ら
被
検
者
が
発
し
た
言
葉
の
真
偽
を
区
別
す
る
。

測
定
信
号
の
電
流
信
号
を
電
圧
信
号
に
変
換
さ
せ
る

増
幅
さ
れ
た
電
気
信
号
を
表
示
さ
せ
る
た
め
に
信
号
変
換
す
る

測
定
信
号
変
換
部

①
電
流
値
表
示
の
メ
ー
タ
ー
表
示
手
段

→
メ
ー
タ
ー
表
示
手
段

→
被
検
者
が
発
し
た
言
葉
の
真
偽
の
判
断
は
人
が
行
う
。

②
検
出
信
号
を
光
発
生
手
段
で
変
換
し
光
で
知
ら
せ
る
手
段

→
光
表
示
手
段

③
検
出
信
号
を
音
発
生
手
段
で
変
換
し
音
で
知
ら
せ
る
手
段

→
音
声
表
示
手
段

④
検
出
信
号
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
表
示
さ
せ
る
手
段



→
グ
ラ
フ
表
示
手
段
及
び
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
示
手
段
及
び
画
像
表

示
手
段

⑤
検
出
信
号
を
デ
ー
タ
レ
コ
ー
ダ
に
入
力
し
、
表
示
さ
せ
る
手
段

→
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
示
手
段

⑥
検
出
信
号
を
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
入
力
し
、
表
示
さ
せ
る
手
段

→
波
形
表
示
手
段

電
流
値
表
示
メ
ー
タ
で
な
く
て
も
よ
い
→

測
定
信
号
変
換
部
で
変
換
さ
れ
た
電
気
信
号
を
表
示
さ
せ
る
測

定
信
号
表
示
部

表
示
を
電
流
値
表
示
メ
ー
タ
ー
に
限
定
す
る
必
要
な
し

測
定
信
号
変
換
部
と
測
定
信
号
表
示
部
の
間
に
メ
モ
リ
を
有
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
け
る

→
メ
ー
タ
の
目
視
判
断
で
は
測
定
結
果
を
見
逃
す
可
能
性
が
あ
る
→
測
定
結
果
を

保
存
す
る

測
定
信
号
を
保
存
さ
せ
る
測
定
信
号
保
存
部

連
続
的
に
生
体
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
測
定
し
、
そ
の
測
定
信
号
が

基
準
値
か
ら
大
幅
に
外
れ
た
場
合
に
、
被
検
者
の
発
し
た
言
葉
に

偽
り
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
測
定
信
号
判
断
手
段
を
有
す
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
、
測
定
信
号
変
換
手
段
と
測
定
信
号
表
示
手
段
と

の
間
に
設
け
る
。
上
記
の
基
準
値
は
、
可
変
設
定
可
能
で
あ
る
。

被
検
者
が
発
し
た
言
葉
の
真
偽
を
区
別
す
る
→
被
検
者
の
発
し
た
言
葉
の
真
偽

の
区
別
を
測
定
信
号
か
ら
自
動
的
に
判
断
す
る
→
操
作
性
の
向
上

測
定
信
号
か
ら
被
検
者
の
発
し
た
言
葉
の
真
偽
を
判
断
す
る

測
定
信
号
真
偽
判
断
部

（
５
）
測
定
端
子

測
定
端
子
→
被
検
者
に
質
問
等
、
動
揺
に
反
応
し
て
汗
が
で
る
生
体
情
報
を
測
定

す
る
→
被
験
者
へ
の
刺
激
，
被
験
者
が
発
し
た
言
葉
，
刺
激
に
対
す
る
体
表
面
の

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
変
化
→
２
電
極
間
の
生
体
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
測
定
す
る
。

・
測
定
端
子
手
段
の
形
状
は
2
c
m
四
方
角
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
基

　
→
測
定
端
子
部
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
基
板
で
な
く
て
も
良
い

指
を
基
板
に
接
触
さ
せ
て
、
身
体
の
電
流
の
流
れ
具
合
を
測
定
す
る
→
皮
膚
と
電

極
部
と
の
密
着
度
を
保
つ
た
め
の
測
定
端
子
手
段
の
形
状
→
生
体
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン

ス
を
測
定
で
き
れ
ば
良
い
→
測
定
端
子
部
の
形
状
は
問
わ
な
い

  →
測
定
端
子
手
段
は
、
皮
膚
に
貼
り
付
け
る
シ
ー
ル
、
身
体
部

位
の
皮
膚
に
装
着
す
る
バ
ン
ド
、
手
の
ひ
ら
が
接
触
す
る
ハ
ン
ド

ル
、
カ
ー
ド
状
、
リ
ン
グ
状
等

出
来
る
だ
け
汗
を
か
き
や
す
い
箇
所
，
指
以
外
の
部
位
を
密
着
さ
せ
て
身
体
の
電

気
の
流
れ
具
合
を
測
定
す
る
→
そ
の
他
の
部
位
で
は
、
測
定
端
子
部
と
密
着
さ
せ

て
汗
を
か
き
や
す
い
状
態
に
保
持
し
て
体
表
面
の
生
体
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
測
定

す
る
→
測
定
端
子
手
段
→
測
定
精
度
の
向
上

→
皮
膚
と
の
密
着
性
の
広
い
測
定
端
子
固
定
手
段

身
体
部
位
の
皮
膚
と
密
着
さ
せ
る
測
定
端
子
固
定
部

電
極
部
は
、
２
端
子
電
極

・
電
極
部
材
は
、
銅
線

2
端
子
電
極
→
身
体
の
電
流
の
流
れ
具
合
を
測
定
す
る
→
皮
膚
の
電
気
的
な
導

通
を
測
定
す
る
電
極
部
→
電
極
部
は
、
精
度
良
く
生
体
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
測
定

で
き
る
部
材
で
あ
る
こ
と
→
電
流
路
の
形
成
→
測
定
精
度
の
向
上

→
電
極
部
は
、
線
状
で
な
く
板
状
で
あ
っ
て
も
良
い

副
次
的
目
的

→
電
極
部
の
材
質
は
、
銅
電
極
で
な
く
銀
電
極
(電
気
伝
導
度
の

良
い
材
質
）
で
も
良
い
。

(1
)測
定
精
度
の
向
上

→
良
導
体
性
の
電
極
部
→

(2
)操
作
性
の
向
上

皮
膚
の
電
気
的
な
導
通
を
測
定
す
る
２
端
子
か
ら
成
る
電
極
部

(3
)寿
命
向
上

測
定
端
子
固
定
部
と
電
極
部
と
か
ら
成
る
測
定
端
子
部
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課題７：うそ発見器 
クレーム 
【請求項１】被検者の刺激に対する生体インピーダンスの変化を、身体部位の皮膚に密着

させる測定端子固定手段と、皮膚の電気的な導通を測定する２端子からなる電極手段とか

らなる測定端子手段から測定し、前記生体インピーダンスを測定した微小な測定信号を増

幅する増幅回路手段と、前記測定信号を表示させるために信号変換する測定信号変換手段

と、前記測定信号変換手段で変換した測定信号を表示させる測定信号表示手段を備えるよ

うに成した生体インピーダンス測定装置。 
 
【請求項２】被検者の刺激に対する生体インピーダンスの変化を測定した電気信号を増幅

させるベース電流入力側回路手段とコレクタ電流入力側回路手段と NPN 型トランジスタ
手段を含む増幅回路手段において、前記ベース電流入力側回路手段に、皮膚の電気的な導

通を電流信号で測定する２端子からなる電極手段を設け、該電極手段は身体部位の皮膚に

密着させる測定端子固定手段から成る測定端子手段を有し、前記コレクタ電流入力側回路

手段には、前記電極手段で測定された前記電流信号を前記増幅回路手段で増幅された電流

信号を電圧信号に変換させる測定信号変換手段と該電圧信号を表示させる測定信号表示手

段を備えたことを特徴とする生体インピーダンス測定装置。 
 
【請求項３】前記刺激が言語、または、映像、または、画像による刺激である請求項１若

しくは請求項２に記載の生体インピーダンス測定装置を使った嘘発見器。 
 
【請求項４】前記測定端子固定手段が、前記身体部位の全体を覆う手段、または、前記身

体部位の一部を覆う手段、または、前記身体部位の皮膚に貼り付ける手段、または、前記

身体部位の皮膚と密着させる手段のいずれか一つを備えたことを特徴とする請求項３に記

載の生体インピーダンス測定装置若しくは請求項３に記載の嘘発見器。 
 
【請求項５】前記電極手段が良導体性の線材状、または、プレート状の電極部を備えたこ

とを特徴とする請求項４に記載の生体インピーダンス測定装置若しくは請求項４に記載の

嘘発見器。 
 
【請求項６】前記測定信号表示手段が、メータ表示手段、または、音声表示手段、または、

光表示手段、または、デジタル表示手段、または、グラフ表示手段、または、画像表示手

段、波形表示手段のいずれか一つを備えたことを特徴とする請求項５に記載の生体インピ

ーダンス測定装置若しくは請求項５に記載の嘘発見器。 
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【請求項７】前記測定信号変換手段と、前記測定信号表示手段との間に、前記測定信号が

前記測定信号変換手段を介して連続的に取得し保存させるように成した測定信号保存手段

を有するコンピュータを備えたことを特徴とする請求項６に記載の生体インピーダンス測

定装置若しくは請求項６に記載の嘘発見器。 
 
【請求項８】前記測定信号変換手段と、前記測定信号表示手段との間に、前記測定信号が

前記測定信号変換手段を介した連続した測定値が基準値から外れた場合に披検者が発した

言葉を偽りと判断するようにした測定信号真偽判断手段を有するコンピュータを備えたこ

とを特徴とする請求項７に記載の嘘発見器。 
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タイトル：生体インピーダンス測定装置 
1．発明のポイント： 
本発明は、被検者の刺激に対して変化する身体の生体インピーダンスを、測定端

子手段を身体の部位の皮膚に密着させて精度良く測定し、その測定信号から被検

者が発した言葉の真偽を区別できるようにした生体インピーダンス測定装置を用

いた嘘発見器である。 
 
2．発明の目的 
①被検者が発した言葉の真偽を明らかにする。 
取り調べ中の、容疑者(被検者)が発した言葉の真偽を見抜くことが出来なかった。 

②被検者の刺激に対する身体の生体インピーダンスの変化を効率的に捕らえ測定する。 
従来、被検者の刺激に対する身体の生体インピーダンス変化に着目した測定がなかっ

た。 
③測定した結果から披検者が発した言葉の真偽を区別する。 
従来、被検者が発した言葉の真偽を区別する手段がなかった。 

 
3．発明の構成 
必須の構成要件： 
①被検者の刺激に対する生体インピーダンスの変化を測定するため、身体部位の皮

膚に密着させて測定するための測定端子固定手段と、皮膚の電気的な導通を測定

する２端子から成る電極手段からなる測定端子手段 
②測定した電気信号を増幅させる増幅回路手段 
③増幅された測定電気信号を表示させるために信号変換する測定信号変換手段 
④測定信号変換手段で変換された電気信号を表示させる測定信号表示手段 
従属的特徴点： 
①良導体性の電極手段 
②身体部位の皮膚と広く密着させる測定端子固定手段 
③被検者の刺激に対する生体インピーダンスの変化を連続的に測定し保存する測定

信号保存手段 
④被検者の刺激に対し生体インピーダンスが変化する測定信号から披検者が発した

言葉の真偽を判断する測定信号真偽判断手段 
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4．参考図面 

増幅回路 

 
 

 
 
図１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測定信号変換部と測定信号表示部 

測定端子固定部と電極部からなる測定端子部 

増幅回路部 
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身体部位の皮膚に貼り付ける測定端子固定部 

図２ 
 

電極部 
 
 
 

電極部 
測定端子固定部 

身体部位の一部を覆う測定端子固定部 
図３ 

 
 

指 
 
 

測定端子固定部 
 

電極部 
身体部位の皮膚を密着させる測定端子固定部 

図４ 
 
 

手 
指 

電極部 
 

胸 
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身体部位の全体を覆う測定端子固定部 

図５ 
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5．動的分析結果 
 
添付資料の Excelファイルを参照のこと。 

 
 
6．発明の効果 
被検者の身体部位の皮膚に測定端子固定手段を密着させ、披検者に刺激を与えながら、

測定端子固定手段内の皮膚と密着した２端子から成る電極手段より、生体インピーダンス

の変化を効率良く測定し、その測定信号から被検者が発した言葉の真偽を明らかにするこ

とができる。 
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